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第 1 4 回 剣 祭 開 催

第14回剣祭が、11月３日から11月５日までの３

日間開催された。今回のテーマは「とっても14

（じゅうしい）県大生」。剣祭は県立大学キャンパ

ス近くにある草薙神社に奉納されている「草薙の

剣」に由来してつけられた名称。今年度は14回目

を迎え、11月３日にオープニングセレモニーが行

われた。セレモニーでは、庵原小学校のオレンジ

マーチングクラブのパレードの後、 部学長、西

谷剣祭実行委員長の開催挨拶があり、くす玉が割

られ開会が宣言された。

３日間の剣祭期間中、ミニ四駆大会、カラオケ

バトル、スピーチコンテスト、フリーマーケット

のほか、各学部棟では文化系クラブを中心とした

活動状況の掲示・発表やユニバーシティプラザで

の模擬店、研究室公開等が行なわれた。

参加団体は、各クラブ・サークル、学生有志団

体、フリーマーケットには地域住民も加わって各

種のイベントが開催された。

オープニングセレモニー

コミュニティプラザ

部学長の挨拶

廣黄

廣黄黄�
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国際学友会の展示

吹奏楽部のミュージックサロン

剣祭実行委員会のマーダーマンション

ＡＳＩＡ ＣＬＵＢの展示
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はばたき寄金は、学生が創作活動の成果を発表できるよう第4回学生文芸コンクールを開催した。文芸

部門の短編小説、短歌、俳句、詩、評論部門の指定課題、自由課題に合計67の力作が寄せられ、審査の結

果、入賞者が決定した。表彰式は11月3日に開催され、 部学長より、賞状が手渡された。

文芸部門最優秀賞と評論部門最優秀賞を以下に掲載する。

最優秀賞

佳 作

最優秀賞

優 秀 賞

佳 作

優 秀 賞

短編小説「幻想旅行記」

詩　　　「からっぽになったクリス

ティーナ」

詩　　　「異郷人」

俳句　　「ニュージーランドにて」

短編小説「私の喪失」

詩　　　「無題」

詩　　　「きんもくせい」

俳句　　「アンバランス」

俳句　　「沙羅双樹」

指定課題「魅力ある大学とは」

自由課題「教育改革論議における教育

現場の清浄化について」

指定課題「魅力ある大学とは」

指定課題「魅力ある大学とは」

自由課題「豊さとは」

自由課題「情報開示の社会のあり方」

三田　次郎（薬学部４年）

尾崎　史江（国際関係学部４年）

趙　　青　（国際関係学研究科２年）

上田裕一郎（国際関係学部４年）

竹原　清乃（薬学部４年）

靫矢　結子（国際関係学部４年）

小林　桃子（国際関係学部２年）

川瀬　真実（国際関係学部３年）

志村亜矢子（国際関係学部３年）

平井　雅康（国際関係学部４年）

竹原　清乃（薬学部４年）

芹澤　徳彦（国際関係学部１年）

藤巻　令子（国際関係学部１年）

常賀　由子（生活健康科学研究科博士前期課程１年）

山中さやか（薬学部４年）

賞 区 分 作　品　題　名 氏　名　・　所　属部　門

文　芸

評　論

第４回学生文芸コンクール開催

廣黄
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「スイッチを切られたテレビほど謙虚なものはな

い。」 トムヴァーライン

１章　覚醒
暑い。目が覚めた。冷たいものをとりたくて、

外へ出た。アパートの前に公園があり、その入り

口にユリノキが等間隔に植えられている。夜中な

のに蝉時雨が空気を震わしている。

部屋に戻ってから、テレビをつけた。外国のニ

ュース、売れないお笑い芸人のトーク番組、観客

が２割程しか入っていないサッカーの試合、外国

のテレビ局が制作したドキュメンタリー。半裸に

なった褐色の男達が輪になって踊っている。猫の

ような顔をした西洋人の女が何か話している。

「彼らが踊らないと次の日の太陽は昇らない。

そう信じている彼らは自分達を地球上で不可欠な

存在だと思っているのです。」

僕はジュースを一口飲んで、テレビを消した。

つまらないからすぐにテレビを消すとわかってい

ても、やはりなんとなくテレビをつけてしまう。

すこしうんざりした。

夢を見た。どこまでつながっているかわからな

い不気味に長い貨物列車の貨車に乗り込んでい

る。身動きできない。立錐の余地のない鮨詰めの

車内。前の人の背筋に圧迫されて、後ろへよろめ

く。僕の頭が後ろの人の顔にぶつかる。汗の臭い

とつぶやき。

「どこに向かってるのかな」

つぶやきはどこから聞こえてくるのかわからな

い。ひどい状況なのに、あまり苦しくない。むし

ろ心地よくさえある。横に立っている汗だくの男

も苦痛に顔を歪めながら、どこか安心したような

表情が伺える。

「どこに向かっているのかな」「誰も知るもんか」

子供のささやき。低い透明な深い声。僕は少し不

安を感じる。

翌朝起きると寝不足で頭が痛い。朝食を買いに

コンビニに行く。今日僕の胃腸は少なくとも牛乳

100�と食パン２切れと白米１合半と豚肉120ｇと

牛肉100ｇとトマト２個とにんじん１本とキャベ

ツ４分の１個とオレンジジュース200�とサイダ

ー100�と緑茶300�消費するだろう。それで一体

何ができるのだろう。僕はなぜ生かされているの

だろう。すぐに夜が来る。

夢で感じたのと同じような感じの不安が脳天か

ら覆い被さってきた。

それから２，３日の間このとらえどころのない

不安が発作的に襲来し、その度に子供の低い透明

なささやきが脳内を稲妻のように駆け抜けた。

この不安から逃れるために、僕は旅行すること

にした。不安とは全く縁のない人達、自分達を地

球上で不可欠な存在だと思っている人達に会って

みようと思ったのだ。

この時にはほとんど信じていなかったが、実際

に不安とは全く縁のない人達は存在した。かれら

は不安どころか官能、郷愁、記憶、感情からも遠

学生文芸コンクール　文芸部門最優秀賞
短編小説『幻想旅行記』

薬学部４年　三田次郎
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く離れていた。しかもその人達（人間といってよ

いかどうかわからないが）が住まう場所は地球上

いたるところにあった。幸運なことに僕は彼らの

秘密の一端を知ることができた。僕が体験したそ

の奇怪な出来事を以下に記述する。

結局、この地球は穴だらけのピンポン玉なのだ。

巨人がそれをもてあそぶ。

２章　中米某国で
図書館でアステカやインカの文化について調べ

ものをした後、中米の小国にとんだ。植民地解放

の英雄の名を冠した空港はモダンで奇麗だが、葉

巻の香りと獣肉の腐敗したような匂いが空間に漂

っている。インフォメーションカウンターでホテ

ルと翌日のバスの切符を手配してもらい、市内に

向かった。黄色いライトに照らされたハイウェイ

は所々にでこぼこがあり、タクシーはそこを通過

する度に揺れた。

大きく胸をはだけた褐色の運転手は、よれよれ

のタバコをくわえながらハンドルを握っている。

ラジオからは妙にメランコリックなギターの調べ

が聞こえる。黄色い光に照らされた街道沿いには

崩れかかった小屋が点々としている。遠景には

黒々とした低山がかすかにぼんやりしている以外

真っ暗でほとんど何も見えない。

市街は喧騒で沸き返っていた。立派なコロニアル

風の市庁舎と古めかしいホテルに囲まれているセ

ントロ（中央広場）では人々が何をするというわ

けでもなくあちらこちらにたむろして、ビールを

飲んだり、アイスクリームの屋台に群がったり、

キスをしたりしていた。

濃密な空気が魚醤や肉汁や小便の匂いをはらん

でむせかえるような地熱を放出している。

ここには日本にはない無秩序な楽観がある。人々

は直線上を足早に歩かずに、円周上をゆっくり歩

いている。彼らは恐らく自分達がどこに向かって

いるのかなど気にしないだろう。

僕はセントロを望むホテルの一角にあるケンタッ

キーフライドチキンで油でギトギトになった鶏肉

を頬張った。

翌日、朝早くバスで地方の町に向かった。昨夜

黒い森のように見えた低山は禿山だった。いくつ

もの連なる禿山。やせた土地。砂埃。この乾きき

った地面はおびただしい人間の汗と涙と血を吸い

取ってきたことだろう。いくつかの丘といくつか

の小さな町を通過してバスは目的の町に到着し

た。この町のセントロの中央には鳩のフンがたく

さんこびりついた小さな噴水があった。その周り

をバスターミナルや宿屋、雑貨屋が軒を連ねて取

り囲んでいる。人通りは少なく、パナマ帽をかぶ

った恰幅の良い紳士達が数人噴水の縁に腰掛けて

何か話し合っているのが見えるくらいである。

僕は一番立派そうなホテルに足を運び、観光局

のインフォメーションデスクを訪ねることにし

た。ｉのマークのある看板がたってある小部屋の

ドアを開けて入る。５㎡くらいの部屋の奥に小さ

いながらも磨き上げられた大理石のデスクがあ

り、栗色の長い髪の女がうつむいて何かを書いて

いる。僕がデスクに近寄ると女は顔をあげた。道

具立ての大きい褐色の濃い顔。人工的な安っぽい

香水の匂いが鼻を突く。僕がＳ族の部落に行きた

い旨を伝えると女は立ちあがり奥の方に行った。

黒いタイトなレザーパンツから生え出した２本の

脚は氷の魔女が作った彫刻のように冷酷だ。田舎
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の女子高生のまるまる太った肉付きの良い家庭的

な脚とは大違いだ。女はパンフレットを持って帰

ってきた。どうやらこの部落はこの辺りでは有名

な観光スポットであるらしい。女は面倒くさそう

に毎週でるツアーの料金や所用時間を説明する。

結局、僕は町周辺の地図をもらい、部落への定期

バスの出る場所を確認して、宿に帰った。

６畳程の部屋に真ん中の少し折れたパイプベッ

ドと洗面器、粗末な木組みの椅子が無造作におい

てある。顔を洗おうと白い壁に埋め込まれた洗面

器の前に立つ。洗面器の上に聖フランチェスコの

小さな肖像画がかかっており、ベランダから照ら

す夕陽がその憂鬱そうな横顔を黄金色に染めてい

る。顔を洗い、ベランダに出る。どこからか焼い

た鶏肉の香ばしい匂いが漂ってくる。先ほど歓談

していたパナマ帽の男達はまだ噴水の縁に腰を落

としている。豊かな頬肉にチャールズ ブロンソ

ンのような不敵な皺が刻まれているのが見える。

子供の笑い声が遠くから聞こえる。急に睡魔が

襲ってきた。

３章　離脱
翌日目が覚めると頭が痛い。頭痛止めの薬を飲

んでから、バスステーションに向かった。バスス

テーションはコンクリートを打ちっぱなした無愛

想な大きな箱で、入り口にキオスク兼案内所みた

いなところがある。キオスクのおばさんが暇そう

に何か杏子のようなものを頬張っている。男や女

や鶏や犬が所狭しとうごめいている。床には唾液

やらアイスクリームの落としたのやら豆のたべか

すが散乱している。コンクリートの床や天井は動

物達の熱気で蒸され、ルネサンスの絵画のように

人間的だ。しかし夜にはこの天井も灰色の人工的

な鉱物に変わるだろう。僕は部落行きのバスに乗

り込んだ。バスには僕のほかに５人が乗っている。

ボブ マーレーの顔写真をプリントした黒いＴシ

ャツを来た大きな身体の男、大きな風呂敷きを背

負ったおばさんとその隣に座って窓にかじりつい

ている女の子、茶色の鶏をいれた籠をかかえたお

じいさん。派手な花柄のワンピースをきた若い女。

若い女はバスが出てまもなく町外れで下車し

た。町を出て、バスはこの辺りにしては大きな山

を巻くようにして登っていく。中腹の集落で母娘

がおりた。峠を越えてから、より狭くなった固い

砂の道を慎重にバスは這い降りていく。振動する

旧式のバス。曇天の下にひろがる黄色いやせた大

地。ところどころコブのように盛り上がっている

丘。ポータブルＣＤプレーヤーを通してイギー

ポップの低い声がザ パッセンジャーを歌ってい

る。スペインの風景を浮世絵師が覗いたような感

覚。バスは山をおりてしばらくしてから突然停止

した。周りは何もない。100メートルほど先にペ

ンキのはげたシェルの看板のたっている。崩れか

けた無人のガソリンスタンド。

大男とじいさんは当然のようにバスをおり、バ

スの進行方向に向かって歩いていった。道は真っ

直ぐ伸びており、その先の方は夕霧でぼんやりし

ている。バスの運転手がいらだたしげに叫んだ。

「テルミノ！」

僕は仕方なくバスをおり、大男達が歩いていっ

た方向に向かった。灰色の雲が大地を押しつぶす

ようにのしかかってくる。固い砂を踏みしめて無

人のガソリンスタンドを通過した辺りから雨がお

ちてきた。ガソリンスタンドのコンクリートの床

は無残にうちはがされており、その上に給油ホー

スの残骸が死んだ巨大なミミズのようにうち捨て
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られている。参ったな。僕はひとりごちてデイパ

ックから合羽をとりだした。かがんで合羽を着て

いるとき、目の前の砂地が不自然に黒く陰ったの

で、思わず顔をあげるとさっきバスをおりたじい

さんが立っている。長い間雨風にさらされてきた

人間だけが許される、よくなめした皮のような褐

色の肌。巨木の年輪のように深く刻み込まれた皺。

深く窪んだ目は皺に閉じ込められて定かではな

い。鼻さえも皺の一部のように見える。じいさん

の薄い唇が何かを伝えようと細かく動いたのが見

えた瞬間、後頭部に鈍い重い衝撃を受け、僕は前

のめりに倒れ込んだ。地面に倒れる時、わずかに

目の端で黒いＴシャツとボブ マーレーの顔写真

をとらえた。一瞬、マーレーの唇が片側つりあが

ったように見えた。

４章　煉獄
身体がきかない。全身がしびれている。目を開

けた。夜だ。星が宝石箱をひっくり返したように

黒い空にちらばっている。月の周りが薄く赤色に

染まっている。卵のような変な月。人の気配がす

る。大勢の人の。全身の力を振り絞って上半身を

起こす。黒い人影が無言で輪をつくって僕を取り

囲んでいる。どうやら半裸で腰布を巻いたＳ族の

男達のようだ。小石の突起がジーンズの上から尻

の皮膚を刺激する。急に汗が凄い勢いで流れ出し

てきた。僕の上半身は裸だった。ジーンズも膝か

ら下が切り取られている。突然、背後に強烈な力

を感じて僕は立たされた。二人の男が僕の腕を締

め上げている。僕は悲鳴をあげた。男の横顔はモ

アイ像のように無表情だ。輪の一角が崩れ、一人、

こちらにゆっくり歩いてくる者がいる。乳房が三

角錐形にとんがっている。女だ。目鼻立ちのはっ

きりした顔。どこかで見たことがある。腰布から

つきだした冷酷な脚を見て、思い出した。観光局

の事務員だ。余興にしては少し手が込みすぎてい

る。僕は抗議しようとスペイン語の文法をくみた

てようとした時、女は立ち止まって僕に宣告した。

「ペーナデムエルテ」

乾いた感情のない声。次に女は面倒くさそうに

なぜ僕が死刑に相当するのか説明した。いわく

「醜悪な姿、無知、怠惰、傲慢」その他にも何か

言っているがよくわからない。麻薬の不法所持で

死刑というのは聞いたことがあるが、ぶ男だから

死刑とはひどい。それにそんなに物事を知らない

わけではないし、学校にも毎日行っている。勝手

に判断してもらっては困る。観光局の女は言いた

いだけ言ってしまうと踵を返して輪に吸い込まれ

るように戻っていった。

二人のモアイが力を入れた。僕は後ろに引っ張ら

れた。モアイ達は僕を抱え上げて、冷たい台座に

投げ下ろした。腰が固い鉱物にあたって痛みが走

る。台座は大理石のデスクのようだ。モアイは恐

ろしい力で僕の両手と両足をロープで縛った。大

理石のひんやりした硬質感が背中をうつ。大きな

空だ。ここは丘のてっぺんなのだろう。あの凶凶

しい月さえなければいいのに。突然、涙がでてき

た。空が曇る。星か涙の水滴かわからない。無言

の輪は狭まってきて、息遣いが聞こえるくらいま

で近くに寄ってきた。人々はそれぞれ何かつぶや

いている。祈りの言葉のようだ。「太陽がまた昇

るように」とか「神の思し召しの通りに」とか言っ

ている。どうやら僕は人身御供に供されるらしい。

「お前は幸運だ」僕を覗き込む顔。バスに乗って

いたじいさんだ。
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「神の手にかかることができるのだからな」

「僕は死にたくない」

じいさんは哀れむように僕をみつめる。

「お前はもう死んでいるだろう。死人に死の甘露

は味わえないものだよ。」

「冗談じゃない。僕は生きてるじゃないか。死人

がどうしてしゃべれる？」

じいさんは不思議そうな顔をした。

「肉声と電子音は違う。それくらいわかるだろう。

お前達のしゃべる音はただのアラームさ。無意味

な数字の羅列でしかない。何も書かれてもいない

し、何の象徴もない。」

「まあいいよ。僕の脳味噌は腐っていて死んでい

るとしよう。でもこの肉体はどうなる。痛みもか

ゆみも感じるこの肉体が生きていないことはない

だろう？」

じいさんは本当に困ったような顔つきをした。

「一年間に3000個のチーズバーガーを消費するよ

うな肉体を有してるとそれが生きていると思うの

も無理はない。欲情と肉体の感覚は麻薬中毒者の

みる幻影のようなものだ。インドの哲学者がおも

しろいことを言っている。多くの人間は火事にな

っている家の中で無邪気に遊ぶ子供のようなもの

だ。外側を知ることもなければ、危機を感じるこ

ともできない。」

じいさんはウィンクをして立ち去った。

しばらくして人々の輪はゆっくりまわり始めた。

あいかわらず祈りの言葉をつぶやいている。星が

一つ流れた。これだけたくさんの美しい星の光が

あるのに、あの月で台無しだ。しかし、やがて昇

る太陽が奇麗な星屑も凶悪な月も全て焼き尽くし

てしまうだろう。

輪の動きが止まった。観光局の女が輪の中から出

てきた。右手に屠殺用の大きな山刀をさげている。

一瞬人工的な香水の匂いが鼻をうった。僕は無意

識のうちに大声で叫んだ。

「こいつはインチキだ。まがいものだ。こいつで

は太陽を呼べない。」

輪が少しざわめく。女はいまいましげに山刀を振

り回した。冷酷な脚がパンフレットをとりに行く

ような足取りで近づいてくる。やがて脚は動くの

をやめ筋肉が緊張した。筋張った脚がやせた山猫

の脚を思い起こさせた。口の中にニガウリを噛ん

だ時のような鋭い苦味が走った。瞬間、胸に鈍く

重い衝撃がおちた。下半身がもげたような感覚が

して、僕は底無しの闇に吸い込まれていった。

５章　向こう側から
ところどころ打ち破れた粗末な小屋の中で横にな

っている。木の板が身体に直接あたっているのに、

痛くない。身体が軽いのだろう。誰かがいる。薄

暗い闇の中を見回すと後方に椅子があり、男の子

とも女の子とも判別できない子供が座っている。

ぼさぼさの黒い髪。黒い石のように無表情な瞳。

「やあ」

子供は殆ど唇を動かさずにあいさつをした。どこ

かで聴いたことのある声音。低く透明な底のしれ

ない闇のような深い声。僕に不安を与えていたあ

の声だ。

「良く寝るね。」

「僕はこれでもずっと不眠症なんだけど」

と言おうとして口が動かないことに気づいた。な

んてこった。しゃべれない。

「しゃべれなくてもいいじゃないか」子供が答え

る。
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「空気を震動させなくちゃわかんないなんておか

しいね。全く。４の圏の住人の考えることはわか

らないね。」

４の圏？

「ま、僕らはそう呼んでるけど。その方がお前に

もよくわかるだろうし」

？？

「ダンテだよ。奴が言い始めた呼び方だろ。お前

らの世界では有名じゃないのかい。」

聞いたことがある。神曲地獄篇の４の圏。どんな

だったっけ。

「奴もいい加減なことを書いてるが、まあいいセ

ンいってるよ。お前の住んでた世界を象徴してる

ね。世界の住人が皆永遠に頂上に辿り着けない山

を巨岩を背負って登っている所さ。頂上が近づく

と必ずふもとまで転げ落ちるんだ。」

なんだかよくわからない。そんなの意味がないじ

ゃないか。

「意味なんてないさ。どこの世界にもね。退屈は

あるけど。僕は４の圏は悪くないと思うよ。良い

運動になるし。」

天国はどうなんだろう。確かダンテはいくつも天

国を描いていたように思う。

「つまんないよ。火星天なんてちょっとおもしろ

いけど。本物の格闘家や剣士が集まっていて、お

もしろい話を聞けるんだ。時々迫力のある殺し合

いをするし。まあでも僕は４の圏を出てまだ日が

浅いからね。どうしてもあそこに近いところに惹

かれるんだ。大体物質はみんなそうだけど、安定

な方向に向かって遷移していくのさ。魂も同じだ

ね。猛烈な恋愛をしたものは２の圏で嵐に吹かれ

ながら愛を確かめ合っている。命を捨てて大義に

殉じたものは７の圏で大義が成就した後の行く末

を見守っている。」

子供は少し考えるように首をひねった。

「しかし生涯にわたって何者にもなれなかったも

のは、ちょっと可哀相だね。地獄門のあたりにた

まってるけど退屈だと思うよ。なぜか最近は多い

ね。地獄門に来る奴ら。」

僕は突然、夢に見た長い満員の貨物列車を思い出

した。汗だくになりながら満足げな表情をしてい

た人間達。あれは地獄門行きの貨物列車だったの

だろうか。

「そうだね。長い道程だよ。地獄門までは。かれ

らはああやって時間を消費するのさ。窓のない貨

車に乗っていることにも気づいていない。」

僕はにわかに混乱してきた。ここは一体どこなん

だろう。僕はどこに向かっているのだろう。

「ここは４の圏の外側だよ。お前はまた４の圏に

戻るだろうね。でもその前にじいさんから頼まれ

たことがあってね。見て欲しいものがあるんだ。

やけにじいさん、お前を気に入ったみたいだね。

お前みたいな奴はふつう見れないよ。これは。」

「お前の世界でこれを見たのは1899年のイギリス

人ウェルズ、1941年のアルゼンチン人ダネリとボ

ルヘスのしめて３人しかない。」

子供はポケットから何か光り輝く球体をとりだし

た。

「あらゆる謎の中心、あらゆる球体の中心、底無

しの闇の中心がこれさ。」

球体には周縁がなかった。ぼんわりと曇った球体

の中は無数にカットされた多角形の鏡面がくるく

る回転している。しかもそのそれぞれの鏡面には

めくるめく光景が映し出されており、凄いスピー

ドで変化していた。ここまでの映像ならハイテク
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ＡＶ機器の技術では将来あるいは可能かもしれな

い。驚嘆すべきことにこれらの無数の映像はただ

の映像ではなく、それぞれの世界のヌメヌメした

内臓だった。つまり、匂い、色、音、熱、郷愁、

官能や記憶まで全ての感覚が完全に調和した形で

それぞれの鏡面に宿っていた。これは世界史の缶

詰だ！

子供が無表情に答えた。

「世界史のごく一部だよ。お前の星が知ってる世

界は全て入っているが、それ以外の世界は見れな

い。」

「まあ、じっくり見てご覧。おもしろいよ。」

僕はその世界の謎が宿っている球体に顔を近づけ

た。僕は気を失った。

1943年年始、スターリングラード郊外。

残酷なまでに美しい凍てついた紺碧の空。寒い。

大地の表面は堅固なとげとげしい氷で覆われてい

る。ドイツ兵が凍えた身体を塹壕の底に横たえて

いる。氷が薄い軍服に浸透し体温の下がった身体

を冷やす。仲間の兵士はみんなもう南に撤退して

いる。僕は助からない。このロシアの大地で固ま

ってゆくのだ。フランツ、フランツ ヘルマー。

僕はどんな風に見えるのだろう。みすぼらしいね

ずみ色の（もう氷があちこちで固まっている透明

の衣だが）軍服をきて泥と氷にまみれた大地にこ

ろがる肉の塊。僕はこのロシアの大地の肥やしに

なろう。赤軍兵をもう一人撃つよりは生産的だ。

感覚が薄い。チーズの溶けたあったかいスープが

飲みたいな。ムタ（母）の作ったスープをもう一

度飲みたいな。

開け放した窓からよく手入れされた芝生の庭が見

え、ライカ犬が寝そべっている。白いテーブルク

ロスの上を秋の透明で清らかな風がサッと吹き流

れる。夕陽がマイゼンの白い陶器を黄色く染めて

いる。（父さんが旅行に行ったときに買ってきて

くれた美しい器）ムタが湯気の立つ鍋を抱えて台

所から入ってくる。モツァレラチーズの芳醇な香

りが漂ってくる。

無慈悲な凍てついた紺碧の空を見るフランツの目

は涙で曇った。

僕は本当に自分があたたかいスープになって、フ

ランツに食べてもらいたいと思う。僕は泣いた。

そして気を失った。

230年秋、中国大陸北辺の村。

遠くで砂嵐が黄色い砂を巻き上げている。木片や

動物性脂肪の焼けこげた匂いが空気中に漂ってい

る。無残に破壊された小屋。わらぶきの小屋は焼

けこげてみる影もない。石造りの家は内側から焼

かれている。灰色の煙の中に固まった血が付着し

た布の切れ端が風にまっている。奴らが来るのは

わかってたんだ。こうなるのはわかってたんだ。

奴等は今ごろ別の村を襲っているだろう。ああ

腹が痛い。俺は右手に折れた槍を持ってうつ伏せ

に倒れている。どろどろした血が胸をぬらす。シ

ャオはユンから２メートルほど離れた黄色い大地

に小さな身体を丸めている。その小さな腹は馬の

ひずめに蹴られ、無残につぶれている。既に乾燥

した腸が白い肌にちぎれたツタのようにはりつい

ている。何もできなかった父さんをうらんでるだ

ろう。俺はどうすることもできなかった。

意識が薄れてくる。
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ユンと褥をともにしたのが昨日のように思い出さ

れる。薄暗いテントの中。遠くの草原で馬がびっ

くりしたような鳴き声を上げたとき、俺は彼女に

触れた。完璧な密度と重量をもった肉体。暖かい

肌。優しい言葉。溶ける時間。俺は土埃の中で賊

の槍が彼女の脇腹を貫くのを見ているしかなかっ

た。彼女は死んでしまっただろう。いや、ひょっ

としたら彼女は生きているかもしれない。あれだ

け完璧な肉体がみすぼらしい槍一本でただの肉塊

になるとは思えない。そうだ、死んではいない。

傷だって一個所だけじゃないか。ああ もうだめ

だ。自分の身体が冷たくなるのがわかる。彼女は

やっぱり死んでいるのか。ああ 彼女が見える。

笑っている。思った通りだ。死ぬなんてことはな

い。そんなことは。

子供の低い声。

「暖かいスープと中国女のとりあわせは悪くない

ね。」

僕は涙に曇る目で子供の黒い瞳をみつめた。

「どうしてこんなに悲しいところばかりに行くん

だろう。」

「完全に調和している世界（４の圏）では死が最

も永遠の一瞬に近いからだろうね。僕らは今永遠

と４の圏のある瞬間が交接するポイントにいるん

だ。人によっては生きているうちに永遠を知るこ

とがある。例えばランボウは地中海に沈みゆく太

陽を見たとき、永遠を知った。西行は吉野の桜吹

雪の中に永遠を見た。まあ例外だがね。」

子供は輝く球体をポケットにしまった。

「そろそろお前は帰るべきだね。」

６章　帰還

焼いた鶏肉の香ばしい匂い。僕はパイプベッドに

横になっている。夕陽がまぶしい。黄金色に照ら

された洗面器と聖フランチェスコの横顔。僕は立

ち上がりベランダに出た。さわやかな乾いた夕刻

の風が顔をうつ。パナマ帽の男達がたむろしてい

る。チャールズ ブロンソンに似た男がにっと笑

うのが見えた。眠りに落ちてからほとんど時間が

たっていないようだった。洗面器に水をはって、

頭をつけた。冷気が脳を引き締める。僕は旅行が

終わったことに気づいた。日本に帰ろう。

テレビでは天気予報、肌のつるりとした男女ので

ているドラマ、混乱した愛欲のゆくえを語る芸能

ニュース番組、外国のテレビ局制作のドキュメン

タリー。猫のような顔をした西洋人の女が何か説

明している。背景はうっそうと繁った熱帯の森。

猫女が村の長老にインタビューする。しわだらけ

の顔。うもれた目。薄い唇。まただ。またあのじ

いさんだ。

僕はテレビを消して外に出た。

ガンガンシャンシャン。音が脳味噌をゆさぶる。

ガンガンシャンシャン。太陽が白く輝いている。

白い光のもとにはスーパーの看板、熱をもってほ

てったアスファルト、うち捨てられたような不法

駐車の自家用車。ここが僕の住む世界だ。ガンガ

ン シャンシャン。耳から太陽が無遠慮に侵入し

てくる。

ふと目を転じるとユリノキの根元に人が並んでい

る。

薄い光に照らされて無表情に突っ立っている人

達。
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「良い大学の条件」といわれて頭に浮かぶこと

は、「魅力がある大学」であるということだ。何

をもって「魅力」と考えるかは人によって千差万

別で、学問の深さを挙げる人もいれば、講堂や図

書館などの施設が多いこと、就職に対するサポー

トがしっかりしているなどを挙げる人もいるであ

ろう。障害者の方にとっては、援助サービスが充

実した大学であることが「魅力」になる。

このように、各人にとってさまざまに異なる

「魅力」を全部満足させることは不可能である。

就職活動ばかりにサポートしようとすれば、学問

的な追究が制限される。大学施設にしても、文系

向けの施設と理系向けの施設では構造や規模、施

設完成後の運営などもまったく異なってきてしま

う。そこで、私が考える「魅力のある大学の要件」

は、そのような別々の欲求への対応が適切になさ

れることである。すべての欲求に完全に対応する

のが不可能である以上、それらに優先順位を付け

るのは当然であるが、その際に学生や大学関係者

または第三者である地域住民が意見を表明する機

会が確保されていて、かつ、判断のプロセスが透

明だということである。

以上のように、私は、魅力ある大学をつくるに

皺だらけのじいさん、ボブ マーレーのＴシャツ

を着た大男、観光局の事務員、黒い石のような瞳

のぼさぼさ頭の子供、猫顔の白人女。

彼らの額には一様に白い光が宿っていた。

輝ける太陽の刻印が。

終わり

は、大学における行政機関の役割が大変重要にな

るのではないかと思います。

次に、では実際にどのようにすれば「魅力ある

大学」になれるのかについて考えて見たいと思い

ます。

私は、やはり大学は、学問を追究する場である

と考えています。そのため、「なぜ大学で学ぶの

か」や「大学で何を学びたいのか」それを明確に

しうる学生の発掘に大学側が真剣になるばかりで

なく、学生に対して大学の学問に対するビジョン

を伝えていくことも重要なのではないかと私は考

えます。

それゆえに、私は次の３点から「魅力ある大学」

について考えたいと思います。

１．知の共有を広げる

「知は力である」と16世紀の哲学者、Ｆ・ベーコ

ンは語ったが、私はこの言葉の意味をもう一度見

直すべきであると考えます。

「役に立つ知識」「力になる知識」とは、どれほど

深く広がりをもったものなのだろうか。「今」「目

の前のこと」に役立つものが、長い一生の中で大

切なものを失わせてしまっているのかもしれな

い。今、目の前のことに一見邪魔に感じられるも

学生文芸コンクール　評論部門最優秀賞
指定課題『魅力ある大学とは』

国際関係学部４年　平井雅康



13

74

のが、見えないところで栄養分になって自分を育

て、無限の可能性を広げてくれるかもしれないの

である。

「魅力ある大学」にするためには、実学だけで

なく純粋に知的探求を試みる学問を提供すること

が第一歩になるのではないかと思います。また、

理系や文系といった枠にとらわれず、むしろ知の

共有をすることで学際的な視点を養えると思いま

す。

２．民間やNPO、地域とのつながり。

「魅力ある大学」にするために、私は、大学当

局だけの役割だけでは不十分だと思います。従っ

て、民間やNPOが活動しやすい、できる環境で

あることも重要であろう。例えば、大学の授業の

一環として、インターンシップ制度やフィール

ド・ワークに利用することが出来るのではないか

と思います。また、私が思うに、民間の人達を大

学に講師という形で多く取り入れ、その経験を生

かして教壇に立ってもらえれば、学生達にとって

もより身近で親しみやすい講義が展開され、大学

の魅力の一つになるのではないでしょうか。

３．研究者と教育者の分離

私は、大学の最大の魅力は、学問を追究するこ

と、それはすなわち、自分自身が社会の中でどの

ような位置を占め、いかなる意味を持っているの

かを見つめる作業ができる時間が多くあることだ

と思います。

しかし、大学の教授の大半は、教育者と研究者

という２つの役割を果たさなければなりません。

そこで、わたしは、先生方にも自分が教育者なの

か研究者なのかを考えてほしいと思います。どち

らか一方に専念することで、より知的好奇心を持

って学問のあり方を考えていけると思います。

また、学生側も通常の授業は、教育者の先生方

から指導を受け、ゼミや院レベルといった高度な

学問領域を学ぶ上で、研究者の先生方から指導を

受けられれば、より専門的で細分化された学問を

追究していけるのではないかと私は考えます。

４．ITの積極的活用

情報技術を効果的に利用することによって、より

分かりやすく親しみのもてる講義がなされるこ

と、将来的に向けたビジョンを示すことなどが達

成できるのではないかと私は思います。

しかし、その中でも情報技術を一番利用できるも

のとしては、大学を通信の発信ベースにすること

ができることだと思います。これまで、アタック

できなかった相手にも目を向けることができ、新

たなチャネルの創造を産み出すことができます。

また、「知の共有」という点で、情報技術の波及

性は高いと言えます。インターネット上で、「知

の共有」することは、大学の存在価値を高めると

ともに魅力作りとしても大いに効果があると言え

ます。

結論として、私は、上記の４点に取り組むことで、

より「魅力ある大学」になれるのではないかと思

います。

大学当局は、全ての人の欲求に応えるのではなく

その欲求に対して適切な優先順位をつけるべきだ

と思います。そして、知の共有と民間やNPOが

活動しやすくする環境であることも重要である。

付け加えて、情報技術を駆使して、新たなチャネ

ルを産み出すとともに各大学間、民間との交流な

どをしていくべきである。

以上の4点が相乗効果をあげることが仮にあった

ならば、その大学は、「魅力」という点では、他

にまさるものはないと思います。
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はばたき寄金では、日本人学生の日頃の英語学習の成果を試す場所として英語によるスピーチコンテス

トを、外国人留学生の更なる日本語の上達を願って、日本語によるスピーチコンテストを開催した。

11月３日に開催されたコンテストでは、「21世紀の日本の役割」を共通テーマに英語、日本語によりス

ピーチが行われた。審査の結果次のとおり入賞者が決定した。

賞 区 分

最優秀賞

優 秀 賞

入　　選

優 秀 賞

入　　選

氏　　　名

近藤　隆子

酒井　美穂

原野　祐輔

山村　和也

藤原　洋子

王　　恵英

廬　　少波

李　　

湯　　薇薇

王　　超群

所　　　　　属

国際関係学部４年

国際関係学部２年

国際関係学部３年

国際関係学部２年

国際関係学部３年

国際関係学部３年

生活健康科学研究科博士前期課程１年

経営情報学部３年

国際関係学研究科研究生

経営情報学部１年

部 　 門

英 語 の 部

日本語の部

請娃

第３回学生スピーチコンテスト開催
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はばたき寄金では、本学教員の推薦により、他

の学生の模範となる学生に対して、「はばたき賞」

を授与している。今回、次の３名を表彰した。

国際関係学部４年の森田太郎さんは、ボスニア

の民族紛争の解決のために積極的な行動をとり、

ユーラシア地域の紛争解決への貢献を志す若者に

贈られる第１回秋野豊賞を受賞。

大学院薬学研究科博士後期課程２年の浅井知浩

さんは、第７回国際リポソーム会議において「腫

瘍新生血管を標的としたリポソーム」の発表でポ

スター優秀賞受賞。

大学院薬学研究科博士後期課程３年の外角直樹

さんは、第６回国際微量元素学会においてマンガ

ンの脳機能に対する作用について発表。研究成果

は国際神経科学雑誌に掲載される予定。

森田さんはＮＧＯ活動のためサラエヴォへ出発

するため、一足先に９月29日学長室で表彰状が授

与され、浅井さん、外角さんに対しては剣祭初日

の11月３日、学生文芸コンクール会場で表彰式が

行われた。

は ば た き 賞 表 彰 式

国際関係学部の森田さんへの表彰状授与

薬学研究科の浅井さん受賞スピーチ 薬学研究科の外角さん受賞スピーチ
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夏講師（９月１日着任）。

平成11年度卒業生170名のうち、就職決定者109

名、就職率94.8％。厳しい状況にあって高い就職

率を上げることが出来たのは、学生諸君の４年間

に亘る研鑚の成果であることは勿論であるが、教

職員一同の日頃の支援と県下企業のご理解あって

のことと感謝している。

Ｉ　４月よりの動きを次に紹介する。

①　留学生アドヴァイザーの新設

本学部の留学生は39名が在籍している。教育面、

生活面等留学生対応は国立大学の環境と比べると

10年以上遅れているといっても過言ではない。少

しずつでも環境を整えたいと、先ず５名の教員を

任命、教育、生活のみならず日常の万相談に当た

ってもらうことになった。

②　視覚障害（全盲）の男子学生の入学

大湖田裕君（言語文化学科）が入学。初めての

受け入れで諸事不安があったが、事務局の格別の

配慮を得て、教育機器の完備、教育面でのサポー

ト等最良の体制を整えることができた。外部のボ

ランティア団体が教科書からビデオ画面解説まで

を支援下さっている。（東京都視覚障害者総合支

援センター、アイボランティアネットワーク静岡

等）

又奨学金を富士銀行、静岡新聞社ＳＢＳ静岡放

送からいただいている。更に体育授業時、情報機

学生数は９月１日現在

838名、内訳は国際関係

学科290名(男子118名、

女子172名)、国際言語文

化学科548名(男子124名、

女子424名)。

新任教員仁科　明講師

（６月１日着任）、福永有

器操作補助など学内の学生支援も大きい。大湖田

君のアドヴァイザーとして２名の教員にお願いし

た。快適な学生生活が送れるよう今後とも見守っ

ていきたい。こうした教育環境を整えるためには

事務局のご理解があったことを特記しておく。

③　「海外研修英語」の科目新設

長年懸案となっていた海外語学研修の単位を今

年度より認定することとなった。「海外研修英語」

の授業科目を設定し、２単位～６単位までを認定

する。その効果が今夏のニューキャッスル大学に

於ける夏期語学研修参加29名に表れた。

④　教職免許の改正

教職免許法の改正を受けて諸般の事情考慮の結

果、今年度より高等学校専修免許（英語・国語）

のみの取得可能に改めた。したがって中学校免許

は出せないこととなる。

⑤　留学生のための「基礎英語」の補習

アジア系の留学生（特に中国人）は英語力の不

足が指摘されて来たので、今年度特別に補習授業

を開設した。非常勤講師に依頼15回30時間を７月

より９月まで開講した。好評で次年度も続けて欲

しいとの要望があった。

ＩＩ その他

①　外部評価の問題がこのところ話題になること

が多い。一つのバロメーターに科研費採択率が使

えよう。本学部としては、学内で平成８年58.8％

11年83.3％、12年55.6％で１位、９年、10年は２

位の位置を占めている。補助金も個人で600万円、

800万円、1000万円との高額を得ている教員が４

～５名居る。広く国内外に出て資料収集や学会活

動をしなければ研究成果が上がらない分野が多

く、とかく留守勝ちになることで批判の的ともな

るが、それだけの活動をしていることもご理解い

ただきたい。今後とも若い研究者が積極的に応募

国際関係学部の動き
国際関係学部長　関森勝夫
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し、研究業績を重ね本学部のみならず県立大の名

を高からしめることを期待している。

②　課題としては、まだ同窓会組織を持っていな

いので、15周年記念大会までに同窓会を立ち上げ

たい。

少子化、独立法人化を視野に入れた本学部の将

来像を画定しなければならない。学部構成員の本

学部活性化への意欲が大いに期待されるところで

ある。

せて236名、これ以外に３名が休学中、３名が退

学しました。

今まで４年の間、カリキュラムはうまく展開す

るのか、臨地実習体制はうまく組めるのかなど、

教員は新しい職場で新しい体験をしながら仕事を

こなしてきたわけですが、この時期になりますと、

改善すべき課題、新たに取り組まなければならな

いことなどが山積みになってまいります。４年間

にコツコツであっても続けてきてよかったこと、

反省すべきことなどが、当然ながら見えてまいり

ます。

そこで今回は、目の前にある４つの課題につい

て前向き志向の解説をしたいと思います。

１　社会人・編入学試験の実施

去る９月30日�に社会人・編入学試験を実施し

ました。

平成４年以来、全国で看護系大学が急増し、現

在もその数は増えつつありますが、その間に大学

改革が叫ばれ、生涯学習の推進、入学資格を含む

看護学部は学部創立か

ら４年目となり、今年で

全学年がそろい、新世紀

元年の３月には第１期生

が社会で活動を始めま

す。

平成12年10月1日現在

の学生数は、４学年合わ

規制緩和が行われるようになりました。昭和60年

頃には、大学が学校教育法の第１条校でない専修

学校の卒業生を編入学の対象とするなどというこ

とは全くあり得ないことでした。このことで、私

は当時厚生省にいましたが、何度、文部省に申し

入れをしたことか。しかし、答えはいつもＮＯで

した。厚生省所管の専修学校のスティタスを上げ

るには、このしくみを作ることがまず第一の突破

口でありましたから、それが今、時代の波に乗っ

ていとも簡単に、しかも当学部でそれを実施する

ことになったことは、当り前といえば当り前で片

付けられますが、世の中は変わった、の実感です。

２　大学院看護学研究科の開設準備

次の課題は大学院の開設です。

戦後、看護の大学教育のスタートは昭和27年に

高知女子大学家政学部看護学科が第１号であり、

続いて昭和28年東京大学医学部衛生看護学科が設

置され、その後は平成３年までわずか11校に留ま

っていましたが、以後急増しています。それまで

看護職を志す人々には、上級の教育機関へ進学す

る道が閉ざされていました。ましてや大学院につ

いてはさらに遅れをとりました。

そこで、当学部においては、今後の社会保障制

度の動きや、保健･医療・福祉サービスの供給シ

ステム統合化の方向などをふまえて、看護職の役

割や機能を重視し、それに対応していくには看護

領域の実践と教育ならびに研究など、あらゆる領

看護学部の最近の動き
看護学部長　矢野正子
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域で高度な職能化や専門化は欠かせない条件とな

るだろうと考え、現行の学部教育を基盤とし、ま

た、学内他研究科との協力・連携を得て大学院教

育を整備することにしました。

現在、文部省に設置許可申請中でありますが、

将来広く静岡県下の看護関係職種のリーダーとし

て活躍する人材の誕生を期待します。

３　教育課程の改正

看護系大学は、大学教育としての内容とともに

国家資格である保健婦・士、助産婦、看護婦・士

の養成機関として指定を受けることから、その教

育内容は社会の要請や動向によって強く影響を受

け、指定基準が変更されます。このことが４年の

間に生じたため、それ以前の基準で作られた学部

のカリキュラムをこの際見直すことにしました。

現在、改正作業はほぼ終盤となり、来年４月入

学の１年生からの適用に備えています。平成９年

改訂の新指定規則では、在宅や地域ケアへのシフ

トが見られ、これも時代の流れを反映しています。

４　地域住民を対象としたプロジェクト

ここで目を転じて教員の動きの一部を紹介しま

す。

静岡県は、高齢者の平均自立期間は沖縄県に次

ぐ高い位置にあります。そこで、静岡市を手始め

に、静岡市内の比較的中心部に近い地区、山間部

であるがその中間にある地区について、老人大学

や寿大学に通う元気な高齢者のためのセミナーを

企画しました。

これに参加されたのは、２年前からライフスタ

イルの面接調査に応じていただいた方々が含まれ

ています。今回のセミナーの目玉は、調査結果に

基づくグループ討論でした。その他、大学の教員

が｢みんなの体操｣や｢イズノスケ音頭｣のインスト

ラクターとなり熱演したところ、今後の集まりで

正式科目としたいといわれ、参加者の積極性にび

っくりしました。

大学が地域社会に果たす役割を探るために、静

岡市民の健康の秘訣の一端を解き明かそうとする

のが、本プロジェクトのねらいです。

今回は学生の動きは略となりましたが、あしか

らずご了承ください。

（静岡市内での高齢者セミナー）
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財団法人　浜松科学技術研究振興会

平成12年度科学技術奨励助成　平成12年9月5日決定

「ディーゼル排気微粒子（ＤＰＥ）による肺での炎症発症機構の解明」

生活健康科学研究科環境物質科学専攻　博士課程３年　伊藤智彦（生態機能学研究室）

浜松科学技術研究振興会では、大学等における研究者の育成と研究環境の一層の充実を図ることを目

的として研究助成を行っている。今回の研究助成は、静岡県内における大学等の機関における博士後期

課程で研究を行っている大学院生を対象にしたもので、年間12件の研究テーマが採択されている。

財団法人　静岡県茶業会議所　

平成12年度　茶学術研究助成　平成12年8月21日決定

「茶カテキンの脳卒中予防効果」

生活健康科学研究科環境物質科学専攻　博士課程３年　田渕正樹（生態機能学研究室）

静岡県茶業会議所では、茶の科学、保健効果等を明らかにし、国民の健康増進、茶産業の振興に寄与

するため、茶学術研究に対し助成を行っている。国内外の研究者、大学院生、研修者が行う茶の科学並

びに保健効果に関する研究が対象となり、年間5課題を限度として採択されている。田淵さんは本助成

について、大学院生としてはじめて採択された。

９月１日付け

人 事
採　用

福永　有夏

国際関係学部国際関係学科講師

齊藤　麻子

看護学部助手

10月１日付け

川瀬　光義

経営情報学部教授

加藤　　大

薬学部講師（薬品分析学教室）

大学院生の研究が研究助成に採択
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論文題名 「実下水を対象としたパイロット規模での活性汚泥法ファジイ自動制御システムの検証実験」

執 筆 者 環境科学研究所　助教授　岩堀惠祐他３名；学外者

受賞理由 家電、メカトロ分野で盛んに実用化されているファジイ制御は、環境関連プラントでも応答

速度の比較的早い燃焼系プラントに適用され実績を積みつつあるが、活性汚泥下水処理のよう

に流れ系や微生物反応系の挙動が複雑で応答が遅く、不確かさの大きいプラントの自動制御へ

の応用は少ない。本論文は手順のしっかりした実験により、ファジイ制御の実用性を検証した

もので、充実した内容となっている。さらにファジィ状態診断をも結合させるなど実用化を期

待させる内容となっており、優れた論文である。しかし、下水処理効率が流れ系や微生物活性

に依存する点から言えば、パイロットプラント規模での実験結果から直接的に効用を言いがた

い面をもつ。制御効果が従来の汚泥負荷などの諸条件に照らして顕著なのか、また従来型制御

に比してファジィ制御の効用がどこにみられたのかの考察をさらに期待する意味で、奨励論文

とする。

第12回環境システム計測制御学会
奨励論文賞

受 賞

日本学術振興会　平成13年度NIS（旧ソ連）諸国研究者交流事業派遣研究者内定

ロシア　平成13年５月15日～6月16日（30日間）

薬学部　微生物学教室　増澤俊幸

平成12年度　財団法人　興和生命科学振興財団研究助成

阿部　郁朗　静岡県立大学薬学部生薬学教室　

「植物ポリフェノールをリードとする新規コレステロール生合成阻害剤の開発」

昭和シェル石油環境研究助成財団　2000年度環境研究助成金

「大気汚染物質の光毒性に関する研究―多環芳香族炭化水素とＵＶＡとの複合作用によるアポトー

シス誘導とその機構」

環境科学研究所　光環境生命科学研究室　助手　伊吹裕子

研究助成の採択
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県立大学・県立美術舘・県立中央図書館前という
静鉄電車駅を降りて、北の県立大学にむかう道をの
ぼる、この道は近年ケヤキ並木が素晴らしい。信号
二つ目の右がわに神社と『静岡市谷田公民館』があ
る。この公民館のうしろ（南がわ）に、小さい小川
が流れている。そばには『会計事務所』があるが、
この小川のほとりにあるのが、『左口神』である。
小さな石のホコラがある。『しゃくちのかみ』と読
むのだが、その由来は不明のままで、古来開拓の神
といわれてきた。信州諏訪地方を中心として、分布
している。
研究した論文も殆どなく、民俗学・宗教学からも
忘れられているのだが、これまでの調査から、相当
古い神さまであることがわかった。
＜左口は赤蛇（しゃぐち）＞
簡単にいうと、『蛇を祭る神』ということで、縄

文時代につながるものだということである。
『しゃぐち』とは、赤（しゃく）蛇（ち）という
意味なのである。赤をしゃくというのは、赤銅と書
いて『しゃくどう』と読む例もある。ちが蛇なのは、

『おろち・みずち』である。
赤い蛇が神になるのは、マムシであり、古代人は、
この毒蛇を恐れた。神として崇めたのである。赤は
また太陽の色でもある。
蛇を頭に載せたり、蛇の顔をした女性の土偶が出
土するのも、このあたりを示す。蛇は神であり、現
在も諏訪上社の『御室神事』は、蛇である神を静め
る行事として有名である。県内各地から蛇の顔をし
た土偶が出てくるのもこのあたりをうかがわせる。
縄文時代の神である『左口の神』は、開拓と蛇よけ
の神でもあったわけで、この谷田の左口神のあると
ころは、いまも蛇が出るという。水の近くに蛇がい
るのは、当然であろう。
いずれにしても縄文

時代の神が県立大学の
そばにまつられている
のは、興味深いことで
ある。
（国際関係学部教授

・高木　桂蔵）

蛇の顔をした縄文土器（県内裾野市出土）
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平沢入り口の『左口の神』

本学は、７月評議会において、黒田行昭国立遺

伝学研究所名誉教授に対し、客員教授の称号を附

与することを承認した。

黒田行昭理学博士は、静岡県立大学生活健康科

学研究科の加治和彦教授（老化制御研究室）と本

学において、共同研究を行う。

黒田行昭理学博士は、大阪大学助教授、国立遺

伝学研究所室長、同部長、麻布大学生物科学総合

研究所長を経て、平成９年静岡県立大学生活健康

科学研究科客員共同研究員（老化制御研究室所属）

となり現在に至っている。

学会活動においても日本遺伝学会、日本発生生

物学会、日本組織培養学会、等の役員を歴任して

いる。平成10年には日本環境変異原学会の学会賞

（平成10年）を受けている。

黒田博士は細胞学と遺伝学を両輪とし、組織培

養技術を縦横に使いこなして、一貫して生命現象

の探求にあたってきた。研究の初期においては、

シカゴ大学のモスコーナ教授とともに細胞間の接

着の問題を研究、その概念と研究技法をいち早く

日本に導入した。現在は緑茶カテキンの抗変異原

作用を中心に精力的に研究している。

名誉教授称号の附与は平成12年10月１日から平

成16年３月31日までの期間。10月２日に称号附与

式が行われた。

黒田行昭国立遺伝学研究所名誉教授に客員教授称号附与

学長室での称号附与式
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シドニーパラリンピックに視覚障害者柔道で出

場した稲葉統也さんが、出発前の10月５日、県立

大学柔道場で壮行練習を行った。

柔道部の練習には、部員である視覚障害学生の

大胡田さんも参加。柔道部長の薬学部武田講師も

参加して、本学関係者が見守る中、準備運動から

組み練習までを行った。

視覚障害者柔道の場合は、お互いに組んでから

試合を開始し、技を掛け合う形で行われる。稲葉

さんと練習で組んだ大湖田さんは、視覚障害者柔

道の実践的練習が出来たことを感謝し、パラリン

ピックでの健闘を祈りますと語っていた。

シドニーパラリンピックで、稲葉さんは視覚障

害者柔道90キロに出場、３位決定戦で韓国の選手

に敗れ、惜しくもメダルを逃した。

パラリンピック出場の稲葉さん県立大学で壮行練習

県立大学と学術交流協定を結んでいるフィリピ

ン大学から、短期交換学生交流事業による派遣学

生が、10月初旬来日した。

フィリピン大学　経済学部経営経済学専攻４年

生のジョイ・ブレッシルダ・シネイさん（Joy

Blessilda F Sinay）は、国際関係学部で日本語や

日本文化、日本文学について授業を聴講する。

平成12年３月末までの６ヶ月間、清水市内のホ

ストファミリー宅に、ホームスティ。日本の家庭

で生活しながら本学で勉強する。彼女の日本訪問

は初めて。

短期交換留学制度による学生受け入れは今年度

で４年目、短期交換留学を行っているモスクワ国

立国際関係大学からの留学生を含め計８人の学生

を受け入れている。

フィリピン大学短期交換留学生来学

本学柔道場での練習

学長への表敬挨拶
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企画・編集　静岡県立大学広報委員会　　TEL ０５４－２６４－５１０３

Ｅ-mai l：ki jo4＠gm.u - sh i zuoka -ken .ac . j p

学内ニュース「はばたき」への掲載について

教職員・学生の新刊案内、各種の受賞、研究助成への採択、学会・研究集会の開催など

教職員関係のニュースや投稿を歓迎します。

掲載希望がありましたら、事務局企画・情報スタッフ（管理棟２階）あてに原稿をお寄せください。

静岡県教育委員会は、県内の高等学校数校を研

究指定校に選び、大学と高等学校の連携について

研究を進めている。県立大学では、教員が研究指

定高校へ出向き講義を行う方法と、指定校の生徒

が本学で講義を受ける方法について連携協力を行

っている。

10月５日、研究指定校の大学授業体験として、

県立御殿場南高校の生徒約50人が本学で講義を受

けた。

生徒たちは希望に応じて、数名ずつに分れ大学

生に混じって各学部の２時限目、３時限目の講義

を受けた。講義は大学生を対象とした通常の授業

内容で行われた。

短期間ではあったが、薬学部、食品栄養科学部、

国際関係学部、経営情報学部、看護学部の各授業

で高校生は大学の授業を聞き、大学の雰囲気を味

わっていった。

キャンパスゼミ開催�
～高校生の大学授業体験～�
キャンパスゼミ開催�

～高校生の大学授業体験～�

薬学部 天然薬品学Ⅱの授業

看護学部 応用英語の授業
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